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Ⅰ．センター⻑あいさつ 
 
内匠 透 
生理学・細胞生物学講座 生理学分野 教授 
 

 シグナル伝達医学研究展開センター（CSMI: Center for Cell Signaling and 
Medical Innovation）は神⼾大学機能強化事業「統合的シグナル伝達医学研究
の推進によるメディカルイノベーション創出拠点形成」において中核を担う
研究拠点として平成 28 年度に設置され、令和３年度にこの取組の最終年度を
迎えることとなりました。 
 教育研究活動に様々な制限・制約を課した新型コロナ災禍は、令和 3 年 10
月末までに全人口の7割を超える人が2回目のワクチン接種を終えたものの、
変異株が猛威を振るい、昨年度に引き続きこの 1 年もコロナに振り回される
こととなりました。 
 一方でこの災禍により大きな社会変容がもたらされ、デジタル化・リモート

化が加速されました。このような状況を踏まえ CSMI では、従来の 6 つの研究分野に新たに AI・デジタルヘル
ス科学研究者を配置し「AI・デジタルヘルス/医療機器シグナル分野」としました。また、学内のイメージング
技術をコアとした異分野融合の共同研究の推進を目指し「イメージングプラットフォーム」を、超高齢社会に
おける感覚障害やウィズコロナにおける嗅覚障害についての医学研究の推進を目指し、「感覚器研究プラット
ホーム」を新たに構築いたしました。 

 
 
 
  

事業概念図 
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また、令和 3 年度の CSMI のメンバーは、4 月より南康博教授が大学院医学研究科⻑に就任したことに伴い

センター⻑を離任、後任に私が着任いたしました。平⽥健一教授(循環器内科学分野)は令和元年度よりご担当い
ただいた副センター⻑を離任、新たに鈴⽊聡教授(分子細胞生物学分野)、仁⽥亮教授(生体構造解剖学分野)が副
センター⻑に着任いたしました。各研究分野においては、4 月から「脳こころ分野」に上山健彦教授(バイオシ
グナル総合研究センター)、「免疫・炎症」分野に丹生健一教授(耳鼻咽喉科頭頸部外科学分野)にご参加いただく
ことになり、9 月からは「代謝分野」の⽊⼾良明教授(神⼾大学・理事)が CSMI を離任、新たに篠原正和准教授
(質量分析総合センター/疫学分野)が着任、「免疫・炎症」分野に久保亮治教授(皮膚科学分野)、野津寛大教授(小
児科学分野)にそれぞれ着任いたしました。 

次に、令和３年度の CSMI の活動を振り返ってみたいと思います。 
4 月には若手研究者の研究活動支援事業、「若手共同研究プロジェクト」を実施、若手研究者間の共同研究の

提案を募集し、アドバイザリーボード（外部評価委員）と CSMI 所属 PI による厳正な審査の結果 3 件の課題を
採択いたしました。この 3 件の課題については、令和４年度上半期に進捗報告・評価会が開催される予定です。
7 月には、同プロジェクトの前年度採択課題の進捗報告会を開催しました。今回もオンランでの開催となりまし
たが、アドバイザリーボードの先生方から的確かつ建設的なご質問、ご意見をいただき、報告者および参加者
にとって大変貴重な機会となりました。発表会後は当センターアドバイザリーボードの国立がん研究センター、
中釜⻫理事⻑に「がんの基礎研究の進捗」についてご講演いただきました。9 月にはワシントン大学との合同シ
ンポジウムをオンラインにて開催、12 名の研究者(神⼾大学 6 名、ワシントン大学 6 名)が研究発表を行いまし
た。11 月には CSMI 所属の特命助教(3 名)のレビューを実施、CSMI の PI が総合的・俯瞰的な視点から指導助
言を行いました。12 月には若手研究者の持つ研究技術の情報交換により新たな共同研究の発出を目指すワーク
ショップ「Emergence Conference」を開催いたしました。今年度は当研究科に加えて、本学大学院理学研究科
と理化学研究所生命機能科学研究センター(BDR)の研究者も参加し、学内他部局や外部研究機関との連携を強
化しました。また、このワークショップでは東京大学医科学研究所の佐藤佳准教授に「新型コロナウイルスの
進化~これまでとこれから~」についてご講演いただきました。令和 4 年 2 月には、若手研究者の交流や啓蒙を
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目的としたリトリート「若手道場」を開催いたしました。対面での開催を企画しておりましたが、新型コロナウ
イルス感染症の第 6 波の影響で、開催方法をオンラインへ変更することとなりました。外部講師には池谷裕二
教授(東京大学大学院薬学系研究科)と池⽥史代教授(九州大学生体防御医学研究所)をお招きし、ご講演及び交流
会へのご参加をいただきました。また、令和 3 年度は、6 月から毎月 1 度交流会「クスノキ・ソーシャル」を開
催し、本研究科に所属するすべての職員が職位に関わらず参加することで横のつながりを一層強化し、本研究
科の発展に貢献することを目指してまいりました。 

第 3 期中期目標・中期計画の最終年度である令和 3 年度は新型コロナウイルスとの共生をめざす試行錯誤の
年であり、CSMI のさまざまな取組もその影響を免れることはできませんでした。一方で、リモート化により国
内外の著名な研究者等、普段はお越しいただくのが難しい方のご参加、オンライン開催により会場の確保・収
容人数という制限によらないより多くの研究者・学生のご参加など、新たな活動方法を構築する年でもありま
した。CSMI の取組がウィズコロナの時代の医学研究科の発展に貢献できることを祈念いたしております。 

 
Ⅱ．新規参加メンバーの紹介 
 

久保 亮治 
内科系講座 

皮膚科学分野 教授 
令和 3 年 8 月より内科系講座 皮膚科学分野 教授を拝命しました久保亮治（あきは
る）と申します。大阪大学医学部を平成 6 年に卒業して皮膚科教室に入局した後、
平成 8 年から京都大学の故・月⽥承一郎教授に師事し、形態学と分子生物学、細胞
生物学を融合した手法を用いて中心体と微小管、繊毛の解析を行い、サイエンスの
楽しさを学びました。平成18 年から慶應義塾大学皮膚科にて臨床医として再スター
トするとともに、細胞生物学、形態学、質量分析顕微鏡などを駆使して、皮膚が備
える精緻なバリア機構の解析とアトピー性皮膚炎の病態理解を進めてきました。ま
た様々な先天性疾患の遺伝学的解析を通じて、原因遺伝子の発見や病態解明を行っ
てきました。臨床の場から生じる疑問を大切に、様々な最先端技術を採り入れ、多
種多様な皮膚疾患の病態解明と検査・治療法の開発を進めて行く所存です。基礎教
室との連携を通じ、当センターの発展に貢献できれば幸いです。何卒ご指導ご鞭撻
の程よろしくお願い申し上げます。 

 
  

丹生 健一 
外科系講座  

耳鼻咽喉科頭頸部外科学分野 
教授 平成 1３年より外科系講座 耳鼻咽喉科頭頸部外科学分野 教授を拝命しています。

耳鼻咽喉科専門医取得後にがん研究会附属病院頭頸科にて頭頸部がんに対する切
除と再建について学び、同研究会病理部での研究にて学位取得後、米国 Jefferson 
University Cancer Center にて甲状腺がんの発生に関する分子生物学的研究に携
わりました。本学就任後は、進行頭頸部がんに対する集学的治療、早期がんに対す
る低侵襲手術に従事する傍、多様な病理組織型を示す唾液腺に対する分子病理診
断、頭頸部扁平上皮癌に対する遺伝子治療、腫瘍免疫治療の開発に取り組んでき
ました。今後は更に基礎系の研究室との連携を深め、当センターのより一層の発
展に尽力する所存です。宜しくお願い申し上げます。 

 

令和３年度は、退職や学内の異動によりすべての研究分野でメンバーの入替があった。 
その結果、新たに「代謝分野」「脳こころ分野」に各 1 名、「免疫・炎症分野」に 3 名の PI を迎えた。 
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野津 寛大 
内科系講座小児科学分野 

教授 令和 3 年 6 月に小児科学分野教授を拝命しました。本年度より、当センターのメ
ンバーにお招きいただきました。小児科におきましては、腎疾患（慢性腎炎、血液
浄化、腎移植後患者管理など）血液・腫瘍疾患（主に悪性疾患、免疫不全など）、
神経・代謝・内分泌・筋疾患、新生児管理などの臨床および研究を行って参りまし
た。近年は特に核酸医薬を用いた治療法の開発など、分子生物学的手法を用いた
新規治療法の開発に力を入れております。今後も小児領域を取り巻く様々な病気
を克服できるようなテーマを中心に研究を進め、それにより、当センターの発展
に尽力して参る所存です。今後ともご指導の程、どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。 

 

  

篠原 正和 
地域社会医学・健康科学講座 

疫学分野 准教授 

平成28 年10 月より神⼾大学大学院医学研究科地域社会医学・健康科学講座疫学分
野准教授を拝命しております篠原正和と申します。私は平成 10 年に神⼾大学医学
部を卒業後、臨床医として循環器内科診療に従事する一方、平成13 年からは神⼾大
学大学院にて動脈硬化性疾患における免疫・炎症システムの解析を、平成20 年から
神⼾大学大学院医学研究科 質量分析総合センターにて包括的代謝物解析（メタボロ
ミクス研究）を、そして平成23 年から米国ハーバード大学にて脂質代謝物解析（リ
ピドミクス研究）に取り組み、特に炎症・組織修復・がんに関連するシグナル代謝
物に注目した研究を行っています。従来、これらの研究は主に基礎研究として実施
されてきましたが、分子疫学 (Molecular Epidemiology）という新しい疫学研究・公
衆衛生研究に発展させることを目指しております。 
今後とも何卒ご指導の程よろしくお願い申し上げます。  

  

上山 健彦 
生理学・細胞生物学講座 

神経情報伝達学分野 教授 
（バイオシグナル総合研究 

センター分子薬理研究分野） 

令和 3 年１月より生理学・細胞生物学講座神経情報伝達学分野教授を拝命し、同
年 4 月よりシグナル伝達医学研究展開センターに参加させて頂いております。私
は、平成 4 年に広島大学医学部を卒業後、神⼾大学脳神経外科に入局しました。
1996 年、現所属分野の大学院（齋藤尚亮教授）に入学、直後、米国アーカンソー
州立大脳神経外科に約 2 年間留学、2004~2005 年に基礎研究者として米国立衛生
研究所（NIH, NIAID, Host defence）に留学しました。大学院時代に脳梗塞（マイ
クログリア）の研究、卒業後に活性酸素産生酵素 NADPH oxidase (Nox)の研究を
始めました。2 回目留学の帰国後から難聴研究を開始しました。現在は、基礎研究
と臨床医学を繋ぐ研究を念頭に、難聴、脳腫瘍、感覚の左右差に関する研究を行っ
ています。当センターのより一層の発展に尽力する所存です。宜しくお願い申し
上げます。 
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Ⅲ．⼀年間の活動紹介 

１．シグナル伝達医学研究展開センター・若手共同研究プロジェクト 

１）令和２年度研究進捗発表会 令和 3 年 7 月 6 日(火) リモート開催 
 

「若手共同研究プロジェクト(競争的共同研究助成)」の令和 2 年度採択者による研
究進捗発表会を開催した。昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症予防の観点か
ら Zoom を利用したリモート会議形式での開催となった。この発表会は、各課題の中
間審査も兼ねており、当センターのアドバイザリーボードにより、評価できる点、推
進すべき点、疑問点等について貴重な助言をいただいた。 

発表会終了後、アドバイザリーボードの中釜⻫先生(国立がん研究センター理事⻑)
に「がん基礎研究の進捗とゲノム医療の展望」というタイトルでご講演いただいた。
この講演では、近年のゲノム解析技術の革新的な進歩により明らかにされてきた事実
などがん研究の最近の進捗とがん全ゲノム解析の医療実装への今後の展望について
お話しいただいた。当日は大学院生、学部生を含む 136 名が聴講した。 

 

 

令和２年度採択研究課題 
(新規）「生体網膜イメージングにより切り拓く糖尿病網膜症の病態解明」 

研究代表者 橘  吉 寿（医学研究科 生理学・細胞生物学講座システム生理学分野） 
共同研究者 上⽥ 香織（医学研究科 外科系講座 眼科学分野） 

 
(新規）「ヒト ES 細胞モデル由来の大脳オルガノイドを用いた精神疾患の 

病態シグナル解析」 
研究代表者 白藤 俊彦（医学研究科 生理学・細胞生物学講座 生理学分野） 
共同研究者 江口 典臣（医学研究科 内科系講座 精神医学分野） 

(新規）「Hippo-YAP 経路によるメラノサイトの制御機構」 
研究代表者 ⻄尾 美希（医学研究科 生化学・分子生物学講座 分子細胞生物学分野） 
共同研究者 福 本  毅（医学研究科 内科系講座 皮膚科学分野） 

 
(継続）「腸内分泌細胞―神経コネクトミクス解析による腸内感覚の機能解明」 

研究代表者 佐藤 祐哉（医学研究科 神経分化・再生分野） 
共同研究者 ⽥中 心和（医学部附属病院 消化器内科学分野） 

 

令和３年度は、平成 29 年度に開始した若手研究者のための共同研究支援事業「若手共同研究プロジェク
ト」を実施し、3 件の課題(継続課題 1、新規課題 2)を採択した。11 月には同事業の令和元年度採択者によ
る研究進捗発表会をリモート開催した。9 月には令和 2 年度に新型コロナ災禍により中止になったワシント
ン大学との合同シンポジウムをリモート開催した。12 月には今年度が 2 回目となるワークショップ
“Emergence Conference”、令和 3 年 2 月にはリトリート「若手道場」がそれぞれリモート開催された。 

中釜 ⻫ 先生 
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２）令和 3 年度第５回若手共同研究プロジェクト 
令和 3 年度「若手共同研究プロジェクト」を募集し、5 件の応募があった。厳正な審査の結果、3 組の共同

研究が採択された。 

 

２．神⼾大学 ワシントン大学  国際合同シンポジウム 

 令和３年９月 16 日、9 月 17 日 リモート開催 
 

玉⽥ 紘太  生理学・細胞生物学講座 生理学分野 助教 
 
2021 年 9 月 16、17 日に開催された第 5 回 ワシントン大学・神⼾大学 

合同シンポジウムにおいて、口頭発表を行わせて頂きました。今回、私は自
閉症モデルマウスを用いて、種々のスクリーニングを行い、Necdin という新
たな自閉症リスク遺伝子を同定した、という研究内容で発表させて頂きまし
た。残念ながらコロナ禍ということで、バーチャルでのシンポジウムとなり
ましたが、一線でご活躍されている先生方の研究に触れることができ、最新
の知見、方法論、研究材料、アプローチの仕方、解析方法などを知ることが
でき、自身の研究の展開していく方向性に大きく影響を与えて頂きました。
今回、私の発表させて頂いた内容についても、数名の先生からご質問を頂き、
新たに気づかされる点も出てきました。このような貴重な機会を企画・運営
して下さった先生方、研究支援課の皆様にこの場をお借りし、深く御礼申し
上げます。ぜひとも次回は対面でのシンポジウム開催が可能になることを
祈っております。 

 
仁⽥ 英里子  生理学・細胞生物学講座 生体構造解剖学分野 助教 
 
今回初めて合同シンポジウムに登壇させて頂きました。コロナの影響によ

りオンラインミーティングとなり残念に思っていたところ、シンポジウムの
数日前に手書きのメッセージカードと共に、ワシントン大学グッズやシアト
ルのスタバ１号店オリジナルタンブラー（観光客に人気とのこと）が届きま
した。おかげで現地の空気やワシントン大学の方々の心遣いを感じることが
でき、シンポジウム当日は画面越しながらも初対面とは思えないフレンド
リーな空気感でスタートしました。発表内容はワシントン大学・神⼾大学と
も多岐に渡り、つまりお互い専門外の演題が多いはずなのに、レベルの高い
scientific discussion が飛び交い、熱い２日間でした。さらにはワシントン
大学から登壇された方と当研究室の共同研究が立ち上がるというおまけま
でついて、文字通り有意義で実り多きシンポジウムとなりました。近い将来、
ぜひ対面でそれぞれの研究の発展をまた熱く議論できる日を心待ちにして
います。 
  

令和 3 年度採択課題 
(継続）「生体網膜イメージングにより切り拓く糖尿病網膜症の病態解明」 

研究代表者：橘 吉寿（生理学分野）      共同研究者：上⽥ 香織（眼科学分野） 
(新規）「肺腺がん細胞の浸潤において Ror1-Rif シグナルにより形成される糸状突起の機能解析」 

研究代表者：紙崎 孝基（細胞生理学分野）   共同研究者：土井 健史（呼吸器外科学） 
(新規）「アミノ酸トランスポーターLAT1 の役割の検討」 

研究代表者：小谷 武徳（シグナル総合学分野） 共同研究者：具 潤亜（消化器内科学分野） 
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Seattle-Kobe Virtual Symposium 
JST PST DAY 1 
9:00 17:00 Social Exchanges 
9:30 17:30 WELCOME: Introductory remarks on unique relationship between UW and KU.  Dr. Scott and Dr. Takumi (5 min) 

SESSION 1:  Mechanisms underlying Neurological Disorders and Aging  Session Chairs: Dr. Takumi and Dr. Yadav 
9:30 17:30 Genetic dissection identifies Necdin as a driver gene in 15q duplication syndrome 
9:50 17:50 Kota Tamada (Takumi Lab) (15min plus 5min Q&A) 
9:50 17:50 A circuit mechanism for cooperativity between opposing neuropeptide and neurotransmitter signals 

10:10 18:10 Marta Soden (15min plus 5min Q&A) 
10:10 18:10 Social stress induces subcellular degeneration preceding dendritic loss of prefrontal pyramidal neurons in mice 
10:25 18:25 Chisato Numa (PhD student, Furuyashiki Lab) (10min plus 5min Q&A) 

  Break  5minites 
10:30 18:30 Aberrant kinase function in neurodevelopmental disorders 
10:50 18:50 Smita Yadav (15min plus 5min Q&A) 
10:50 18:50 Age-associated alterations of astroglial responses in regulating neuroinflammation 
11:10 19:10 Mitsuharu Endo (Minami Lab) (15min plus 5min Q&A) 
11:10 19:10 Impairment of calcium channel organization and function during aging 
11:30 19:30 Claudia Moreno (15min plus 5min Q&A) 
JST PST DAY 2 

SESSION 2:  Signaling in Cellular Physiology and Pathology  Session Chairs: Dr. Scott and Dr. Takumi 
9:00 17:00 Introductory remarks on plan for day 2 9:05 17:05 
9:05 17:05 Role of calcium in mitochondrial stress signaling 
9:25 17:25 Yasemin Sancak (15min plus 5min Q&A) 
9:25 17:25 Hippo-YAP signaling pathway in squamous cell carcinoma onset and progression 
9:45 17:45 Tomohiko Maehama (Suzuki Lab) (15min plus 5min Q&A) 
9:45 17:45 Mechanisms of PKAc mutants in Cushing's syndrome 
9:58 17:58 Mitch Omar (Scott Lab) (10min plus 3min Q&A) 

  Break  2minites 
10:00 18:00 Chromatin remodeling factor BRM maintains hematopoietic stem cells via regulation of their microenvironment. 
10:20 18:20 Eriko Nitta (Nitta Lab) (15min plus 5min Q&A) 
10:20 18:20 Probing the composition and assembly of subcellular neighborhoods by RNA-targeted proximity biotinylation 
10:40 18:40 David Shechner (15min plus 5min Q&A) 
10:40 18:40 Neutralizing breadth against SARS-CoV-2 variants after infection 
11:00 19:00 Yasuko Mori (15min plus 5min Q&A) 

Web シンポジウムの様子 
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３．CSMI ワークショップ   

  第２回 Emergence Conference   
  令和 3 年 12 月 8 日(土) リモート開催 
 
 令和２年度に若手教員・大学院生を主な対象とし
て、最新の研究手法の紹介・共同研究への進展を企
図して始まった Emergence Conference。令和３年
度の第２回は、当研究科の若手教員を中心に、本学
他部局、神⼾理研との連携を強め、神⼾の Medical 
Science の集合・発展を期して開催された。Session 
1 は光ツールの技術開発と医学応用をテーマに設定
し、光操作ツールを開発する塚本寿夫理学研究科准
教授、光を使ってマウスの網膜リアルタイムイメー
ジングを行う橘吉寿生理学分野准教授・上⽥香織眼
科学分野助教からの講演二本立て。細胞から個体ま
で、様々なレベルの医学研究に応用できる技術をご
紹介いただいた。Session 2 では、１細胞の最先端技
術をテーマに、山中イズムを受け継ぐ iPS 細胞先端
技術を小柳三千代 iPS 細胞応用医学分野特命助教と
１細胞解析でゲノムの三次元構造を理解しようとす
る三浦尚理化学研究所上級研究員からご講演いただき、iPS 細胞の様々な疾患研究への応用や最先端のエピゲ
ノム解析技術をご紹介いただいた。そして、夕方の特別講演では、日本の新型コロナウイルス研究を牽引する
新進気鋭の研究者 佐藤 佳 東京大学医科学研究所准教授(現 教授)からご講演いただき、コロナウイルス研究の
最前線から今後の展望までわかりやすくご紹介いただいた。新型コロナウイルス流行のために、残念ながら完
全オンライン開催となったが、120 名の参加者が活発に質疑応答、Remo による意見交換を行い、今後の若手同
士が立案する共同研究の発展にもつながることを期待させる Conference となった。 

                          （仁⽥ 亮 大学院医学研究科体構造解剖学分野） 
 

  

PROGRAM 
Session 1 座⻑：今崎 剛  

14：10 1）光操作ツールとして無脊椎動物オプシンが持つ利点 
  塚本 寿夫 理学研究科生物学専攻 JST さきがけ 14：45 

14：45 
15：20 

2）2 光子顕微鏡イメージングによる網膜リアルタイム観察の新展開 
  橘 吉寿 医学研究科生理学・細胞生物学講座 生理学分野 

Session 2 座⻑：仁⽥ 英里子 
15：30 
16：05 

1）iPS 細胞研究の変遷〜樹立から現在＠神⼾まで〜 
  小柳 三千代 医学研究科 iPS 細胞応用医学分野 

16：05 
16：40 

2）ゲノム三次元構造とその発生動態の理解 
  三浦 尚 医学研究科生理学・細胞生物学講座 発生・再生医学分野<理研-連携大学院> 

特別講演 座⻑：仁⽥ 亮 
17：00 新型コロナウイルスの進化 〜これまでとこれから〜 

  佐藤 佳 東京大学医科学研究所 感染症国際研究センター感染制御系 システムウイルス学分野 18：00 
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４．CSMI リトリート「若手道場」 
令和 4 年 2 月 3 日、2 月 4 日 リモート開催 

 
シグナル伝達医学研究展開センター・リトリート「若手道場」は、令和 4 年 2 月 3 日、4 日の 2 日にわけて

内匠透オーガナイザーのもと、CSMI 特命助教を中心とした実行委員会による運営で実施された。 
平成 30 年度にはじまった若手道場は、当センターに所属する若手研究者を中心に、発表、交流、相互理解

を深める場を提供することにより研究者間の連携を強化するとともに、あらたな共同研究の創出ならびに組織
の活発化を目的としており、本年が 4 回目の開催となる。 

今年度は当初は、対面での開催を考えていたが、COVID-19 の影響により、急遽オンラインによる開催と
なった。急な開催方式の変更ではあったが、オンライン開催の利点を活かし、広く参加を募った結果、普段は
診療等のため参加しにくい臨床系の若手研究者も参加可能となった。また、特別講演は学部学生にも開放した
ため、総勢 61 名と過去最大の参加者数となった。 

 
特別講演には、東京大学大学院薬学系研究科

薬学専攻医療薬学講座の池谷裕二先生と九州大
学生体防御医学研究所医学系学府炎症制御学分
野の池⽥史代先生をお招きした。特別講演後に
フランクな話をする場として情報交換会の場を
設けていたが、諸般の事情により２日目のみ情
報交換会を行った。 

本会は若手研究者、大学院生にセッションで
の座⻑を務める機会を設けることにより主体的
に会に参加してもらうこと、研究発表を通して
相互理解を深めることを目的としている。  

そのため、参加者にはできる限り口頭発表を
行ってもらうようにし、その結果 28 演題の発
表を行うこととなった。すべての発表のクオリ
ティが非常に高く、各演者が十分に準備してき
たことが伺えた。 

また、各日、最優秀プレゼンテーション賞を
設け、大学院生（修士、博士）の発表者から２名ずつ優秀な発表者を選出し、合計 4 名が 受賞した。 

１日目には、グループディスカッションを行い、自由なテーマで研究やキャリアパス、研究での悩みなどに
ついて議論・意見交換を行った。ここでも活発な議論・意見交換が行われ、大学院生や若手教員の相互理解、
交流という本会の目的を達成できた。  

１日目の特別講演では、池谷裕二先生に「脳の動作原理と外部拡張」という演題で最新の研究成果をご講
演頂いた。講演の前半は、脳の自発活動＝ノイズについての研究を、過去 20 年ほどにわたる主要論文をレ
ビューしながら、そこからご自身の研究へつなげたという研究成果をお話いただいた。また、後半では脳と
AI の融合についてのお話を伺った。SF の世界のようなことが実際の研究で行われているということに非常
に驚かされた。印象的なことは、膨大な情報量を話しながら、非常にわかりやすくお話された点であった。 

池谷 裕二 先生 池⽥ 史代 先生 
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質疑応答では、大学院生からの「新しい研究のアイディアはどういうふうなところから得るのですか？」と
いう質問には、学生と話をしたり、過去の論文を読んだりしと、広い意味でのディスカッションをして着想を
得るというお答えであった。 

2 日目の特別講演では、池⽥史代先生に「分解だけじゃない：ユビキチン生物学」という演題でご講演頂い
た。最新の研究のことだけでなく、大学卒業後から今までのキャリアや、その選択に至った経緯、ドイツ・
オーストリアでの 15 年に及ぶ研究生活、異文化の中で様々な背景の学生たちをたばねていく難しさなど幅広
くお話をいただいた。交流会では、特に女性の大学院生から、進路についての話、ワークライフバランスなど
についての話をしていただき、非常に有意義であった。印象的であったのは、ドイツ・オーストリアでは PI
は、ワークライフバランスの点はなかなか厳しい状況で、使えるものは何でも使って研究を頑張っているとい
う話であった。 

どちらの特別講演でも、若手参加者から非常に活発な質問があった。 
本会の最後にセンター⻑の内匠透教授より、コロナウイルス感染症の蔓延した状況では、対面リトリートの

開催は難しい状況であったがこのような時期だからこそオンラインであっても研究者が交流することは特に有
意義であったとの総評を頂き、好評のうちに閉幕した。 

 
(白藤俊彦 生理学・細胞生物学講座  特命助教） 

演題⼀覧 2 ⽉ 3 ⽇ 
⽥ 中 祐 紀 反応性アストロサイトの機能的多様性を制御する分子機構の解析 

Analysis of molecular mechanism regulating functional heterogeneity in reactive astrocytes 
桐 山 大 輝 脊髄小脳変性症をもたらす点変異が微小管架橋因子(MTCL1)の微小管安定化作用に及ぼす影響 

Effects of point mutation in microtubule crosslinking factor 1(MTCL1) leading to spinocerebellar ataxia on the microtubule 
stabilization 

佐 伯 茉 帆 新規がん治療薬の設計基盤となるRas の原子スケールでの動的構造解析 
Structural basis on conformational dynamics of small GTPase Ras useful for the development of novel anti-cancer drugs 

辻 奈 津 美 マウスを用いたチック様症状発現に関わる脳神経回路の同定 
Identification of neuronal circuits underlying motor tics 

曽 谷 尭 之 二光子顕微鏡による生体網膜イメージング 
In-vivo two-photon microscopic imaging of mouse retina 

福 岡 万 世 脳損傷後の血管修復を促進する反応性アストロサイトにおけるErk シグナルの重要な役割 
Critical role of Erk signaling in reactive astrocytes facilitating vascular repair following brain injury 

Putu Yuliandari HCV NS5A Protein Promotes Lysosomal Degradation of Diacylglycerol O-acyltransferase 1 (DGAT1) via  
Endosomal Microautophagy 

高 宮 亜 野 神経炎症の制御に関わるアストログリア応答の加齢変化 
Age-associated alteration of astroglial response in regulating neuroinflammation 

紙 崎 孝 基 骨格筋におけるRor ファミリー受容体の機能 
Critical role of Ror family receptors in the skeletal muscles 

Gaya Balasuriya Gastrointestinal dysfunction in 15q duplication syndrome 
永 井 博 崇 社会ストレスによる脳組織の超微細な細胞生物学的変化とその機序・役割の解析 

Analysis of ultrastructural alterations in the mouse medial prefrontal cortex toward the understanding of pathophysiology of 
social stress-induced depressive-like behaviors 

今 村 聖 路 慢性ストレスに対するレジリエンスをもたらす新規の概日時計変異 
A novel circadian clock mutation confers resilience to chronic stress 

谷 口 将 之 ミクログリアのストレス応答を担う転写・エピゲノム制御 
Transcriptional and epigenetic regulations of microglia for stress responses  
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演題⼀覧 2 ⽉ 4 ⽇ 
藤 間 秀 平 島皮質を介した社会性神経ネットワークの調節機構 

Mechanism of the Insular cortex dependent modulation of social brain circuit 
Adi Ariffianto B 型肝炎ウイルス感染によるNrf2/ARE シグナル経路の活性化はウイルス複製を抑制する 

Activation of Nrf2/ARE signaling pathway upon hepatitis B virus infection inhibits viral replication 
芝 池  央 新規Ras シグナル伝達阻害剤の開発研究 

Discovery of novel Ras signalling inhibitors   
関 ⼾  彩 グリオーマの悪性化におけるRor2-Nrf2 シグナル伝達系の重要な役割 

Critical role of Ror2-Nrf2 signaling axis in regulating malignant progression of gliomas 
杉 原 理 紗 成熟B 細胞の恒常性制御におけるCD47 の役割 

The role of CD47 in the regulation of mature B cell homeostasis 
鈴 ⽊ 真 生 バーチャルリアリティシステムを用いたマウスの行動解析 

Mouse behavior analysis using virtual reality system 
有 賀 佳 那 肺腺がん細胞の増殖におけるRor1-Rif シグナルの機能解析 

Functional analysis of Ror1-Rif signaling of lung adenocarcinoma cell proliferation 
Aulia Fitri SARS-CoV-2 由来ヌクレオカプシド蛋白質は ISGylation 反応の基質となる 

SARS-CoV-2 Nucleocapsid Protein is a Substrate for ISGylation 
山 ⽥ 留 衣 加齢に伴う脳機能障害とその生物学的基盤の探索 

Analysis of age-related changes in brain function and their individual differences 
玉 ⽥ 紘 太 ヒト染色体15q11-13 における自閉症発症原因遺伝子の探索と同定 

Genetic dissection identifies Ndn as a drive gene in a mouse model of paternal 15q duplications 
石 川 智 弘 グリオブラストーマ細胞におけるRor1 の発現制御機構の解析 

Molecular mechanism regulating expression of Ror1 in glioblastoma cells 
野 村  淳 シングルセル解析による細胞種特異的自閉症リスク因子の同定 

Autism in a dish: ES cell models of autism with copy number variation 
棒⽥亜耶花 社会的敗北ストレスに対する耐性に関わる神経メカニズム解明 

Neural mechanisms in resilience to social defeat stress  
槇 野 義 輝 光反応性基質を駆使したがん遺伝子産物Ras のアロステリック構造変化の可視化 

Visualization of allosteric conformational changes in oncogene product Ras utilizing photo-reactive substrate   
中 井 信 裕 VR システムを用いた行動時皮質機能ネットワーク解析 

Analysis of behavioral state-cortical function network using VR system 

最優秀プレゼンテーション賞の受賞者と先生方：左からPutu Yuliandari さん 勝二先生 Adi Ariffiantoさん 橘先生 辻奈津美さん 内匠先生 山⽥留衣さん 古屋敷先生  
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Ⅳ．業績⼀覧 

１．共同研究・受託研究・イノベーションの創出に資する成果 

 

区 分 件 数 ⾦ 額(千円) 

共同研究 47 168,084 

受託研究 67 593,826 

特許登録 6  
 
２．主要論文一覧 

 
【がん分野】 
Keisuke Nakatani, Tomohiko Maehama, Miki Nishio, Junji Otani, Keiko Yamaguchi, Miki Fukumoto, Hiroki 
Hikasa, Shinji Hagiwara, Hiroshi Nishina, Tak Wah Mak, Teruki Honma, Yasumitsu Kondoh, Hiroyuki Osada, 
Minoru Yoshida, Akira Suzuki, Alantolactone is a natural product that potently inhibits YAP1/TAZ through 
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３．６年間の業績概要 

◆Web of Science 収載論文数 

 H28 年 H29 年 H30 年 R1 年 R2 年 R3 年 
Wos 論文数(報) 256 216 269 288 336 381 

 

◆外部資金獲得状況 

 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 

共同研究 
件数 39 42 60 40 47 47 
金額 
(千円) 162,485 160,549 125,533 193,499 276,897 168,084 

受託研究 
件数 30 32 36 33 40 67 
金額 
(千円) 267,376 376,488 300,806 311,789 410,777 593,826 

 

◆シグナル伝達医学講演会件数(大学院特別講義と兼ねて開催) 

 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 
シグナル伝達医学 

講演会(件) 21 14 18 18 4 4 
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